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研究成果の概要（和文）：PoCへの再生骨材適用に際し、１）細粒分に土粒子が混合した場合、２）粗骨材に低品質骨
材（ソイルセメント）が混合した場合、各々がPoCの強度に与える影響を検証した。PoC表面への竹粉接着による表面性
状改善効果を検証した。モルタルに竹片が混合された場合のPoCの強度に対しても考察した。さらに、竹筋補強したPoC
はりと竹筋を暴露試験し、耐久性を検証した。PoCパネルを壁面に接着し、植生状況や土砂や埃の堆積に対しても考察
した。

研究成果の概要（英文）：When recycle concrete ( RC ) are applied in PoC, verifying for strength of PoC 
following two items, 1) including soil particle in small pieces, 2) mixing low quality aggregate in 
coarse aggregate. Improving effect for surface property on PoC, which adhered bamboo powder, and 
considering strength of PoC which mixing in bamboo pieces. Furthermore, evaluating a durability of 
PoC-Beam reinforcing bamboo, and considering situation of vegetation, deposits of soil and sand, by being 
bonded PoC-panel to wall.

研究分野：ポーラスコンクリートに関する研究、およびRC構造物の補強に関する研究

キーワード： ポーラスコンクリート　再生骨材　表面性状改善　竹筋補強
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１．研究開始当初の背景 
 ポーラスコンクリート（以下 PoC）は多孔
質なコンクリートであり、顕著な環境負荷低
減効果が報告されている。また、PoCの多孔
質な性状を利用して、種々な分野で適用され
ており、今後も多方面での利用が期待されて
いる。 
 このような観点から本研究では、PoCの適
用範囲のさらなる拡大を目指すとともに、そ
の機能を向上させることを目標としている。 
 
２．研究の目的 
 ポーラスコンクリートが有する種々な機能
を向上させ、適用範囲の拡大を目指し、以下
の3つの観点からPoCの性能に対して考察す
ることを目的とする。 
（１）廃棄物再利用の観点から、廃棄コンク
リートをPoC へ適用した場合、種々な観点か
ら問題となるであろう課題に対し、検証を行
う。 
（２）ハビタット創出効果向上の観点から、
竹炭・竹材を混合、あるいは粉体状の竹炭・
竹材をPoC へ塗布・接着することによる生態
系への影響を評価する。 
（３）曲げ強度向上の観点から、提起した竹
による強度向上手法を適用したPoC の耐久
性を評価する。 
 
３．研究の方法 
（１）PoCへの再生骨材の適用 
①再生骨材をPoCに適用するに当たり土粒子
混合影響を評価するため、購入したRC材の成
績証明書に示される粒度分布が変化しないよ
う、2.5mmフルイを通過する細粒分をRC材と
土粒子の質量割合を0%～100%まで、20%刻み
で変化させ、フロー値、およびモルタルとPoC
の圧縮強度を評価した。 
②再生骨材への低品質骨材が混合した影響を
評価するため、購入したRC材の成績証明書に
示される粒度分布が変化しないよう、各フル
イの呼び寸法と同一粒径のソイルセメント
（圧縮強度は不明ではあるが、その性質を鑑
みるに1[MPa]未満と考えられる）で10%、お
よび20%置換し、空練り後の粒度分布、およ
びフロー値、モルタルとPoCの圧縮強度を評
価した。 
（２）PoC表面への生物皮膜（バイオフィル
ム）生成に関して検証するため、PoC表面に
粉体を接着するための接着剤としてセメント
ペーストを用い、夏季の２ヶ月程度、自然環
境下（河川）で静置し、表面性状を観察した。
試験体は条件の異なる2箇所の地点に設置し
た。1箇所は、淵であり、試験体表面の約1/3
程度が水面から露出するように設置した．も
う1箇所は、瀬であり、試験体全体が水中に入
るように，河床の土を移動し平担にした． 
（３）竹筋補強されたPoCはりの耐久性を評
価するため、曝露試験を実施した。すなわち、
竹筋補強されたPoCはりと竹筋を、長野高専
環境都市工学科棟（RC３階建て）の屋上に２

年間静置した。設置場所は、周囲に高い建築
物はなく、直射日光が当たる。また、標高が
高いため比較的寒冷で最低気温が０℃を下回
る日も９０日程度あり、比較的寒冷である。
また、日本海が近く、冬期間は積雪も多く、
降水量も多い。このような環境下で曝露試験
を行うことにより、凍結融解作用、湿潤乾燥
作用下での耐久性能を検証した。 
 
４．研究成果 
（１）PoCに再生骨材を適用した影響 
①モルタルの 15 打フロー値は、土粒子の混
合割合に関係なく、15打を作用させる前後で
変化なく 100程度であった。これは、配合の
際、水セメント比が 30%と小さいこと，細骨
材とセメントの質量割合である(s/c)が 2.0 と
大きく、さらに混和剤を添加しなかった影響
と考えられる。なお、土粒子の混合割合が増
加するとモルタルの圧縮強度は斬減し、土粒
子の混合がない場合には 50(MPa)であり、細
粒分の全てが土粒子の場合では 40(MPa)程度
であった。 
 土粒子の混合割合を変化させ PoC を試作
した。まず、図 3に土粒子混合割合と空隙率
の関係を示す。粗骨材最大寸法が 40[mm]で
あったこと、モルタルの流動性が小さかった
ことに起因し、大粒径の骨材周囲にモルタル
の付着が少なく、空隙率は配合の際に設定し
た 10%を大きく上回り、全ての混合割合で
30[%]となった。空隙率が大きかったことか
ら、図 4に示す PoCの圧縮強度も１~2[MPa]
となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 土試料混合割合と空隙率の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 PoC の強度 



②低品質骨材（ソイルセメント）が 10%およ
び 20%置換した骨材を空練りした後、フルイ
分け試験を行った。その結果、低品質骨材を
10%置換した骨材（10%混合された骨材）に
おいてすでに、磨り減りによる細粒分の増加
が顕著で、路盤材として使用できる粒度の範
囲からはずれる。この骨材を用いて PoCを試
作したが、細粒分が多いことに起因し、モル
タルは顕著な流動性の低下がみられ、圧縮強
度も置換されない場合の 10 分の一程度とな
った。試作した PoCの性状も、モルタルの塊
となった部分が見られるとともに、骨材表面
にモルタル付着が見られない部分も多く、圧
縮強度も１[MPa]程度と非常に小さいものと
なった。 
（２）図５に、淵に設置した PoC試験体の経
時変化を示す。4週経過後の竹粉接着した
PoC試験体は、竹粉本来の色彩と異なり緑色
を帯びており、藻が付着していることを確認
した。これに対し、表面処理無の試験体は、
1週目より茶褐色を帯びているが、これは、
河川の化学成分と結合材であるセメントが
化学反応したものと思われる。また、4週経
過後において、竹粉を接着した試験体表面に
滑りが確認されたが、表面処理無の試験体で
はこの状態が確認できなかったことからも、
竹粉接着による生物皮膜の早期形成がなさ
れたと考えられる。 
（３）図６に暴露試験後の竹筋を示す。竹筋
は試験前に形成したものを曝露試験したが、
試験後は黒色に変色し、変形が著しい形状と
なった。 
 
 
 
図７に暴露試験後の PoCはりの性状を示す。
図６に示すように、 
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図 5 PoC 試験体表面の経時変化（淵に設置） 
 
 
 
 
 

図 6 暴露試験後の竹筋 
 
 
 
 
 
 
図 7 暴露試験後の PoCはり 
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